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様々な消防活動場面において、ドローン（無人航空機）の導入・利活用が期待されている。しかし、ド

ローンの利用方法は多岐に渡るため、ドローンを用いて迅速かつ効果的な消防活動を行うためには、ド

ローンにどのような機能を組み込み、実際の消防活動の中でどのように活用するかが、重要な課題である。

本プロジェクトでは、捜索活動を最初の対象として、高知市消防局との連携のもと、下記の研究開発に取

り組んでいる。

1. ドローンによる空撮映像（可視情報）と電波情報（不可視情報）の収集と提示

2. ドローンを用いた実践的な捜索活動・運用方法の確立

アプローチ１ ドローンによる空撮映像

（可視情報）と電波情報（不可視情報）

の収集と提示

空撮映像に加え、スマートフォンや携帯

ゲーム機等から発せられる無線LAN・

Bluetoothの電波情報を取得し、地図上

に提示するためのシステム開発

アプローチ２ ドローンを用いた実践的な

捜索活動・運用方法の確立

ドローンの活用方法は活動毎に異なる。

ドローンの導入・運用を推進するために

は、具体的な運用方法の策定・確立が急

務である。本課題では、捜索活動を対象

としたドローンの訓練、運用方法の確立
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アプローチ１：可視・不可視情報の提示

研 究 方 法

センシング機能を搭載したドローン

社会実装につな

げるためには、

開発と運用の両

輪が重要

ドローンで取得した可視・不可視情報の提示と

その実践的捜索活動に関する研究

技術的なシーズと消防局のニーズを融合させ、オペレーションまでを包括した、

産学官連携と学際融合による研究活動

上空から取得した可視・不可視情報の提示

映像情報（可視情報）に加えて、Wi-Fi及び

Bluetoothの電波情報（不可視情報）を

取得するためのセンシングシステムを搭載

ドローンにより収集した電波情報を分析し、

映像情報と共にWebブラウザによる提示で

現場だけでなく本部でも状況を確認可能
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社 会 実 装 へ 向 け て の 今 後 の 活 動

消防活動におけるドローンの実践的利活用方法を確立させ、社会実装を目指す。

＜今後の活動内容＞

• 消防活動を支援するドローンの機能、及びドローンの操縦環境に関する研究開発

• 実証実験による実用性の評価

• 活動時の運用方法の確立

• 消防専用のドローンの訓練方法の確立 等
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アプローチ２：捜索活動・運用方法の確立

ドローンを用いた
捜索活動のマニュアル

捜索活動にドローンを用いた際

の他の部隊との連携を含んだ捜

索マニュアル例

人工知能技術による映像解析

映像情報から行方不明者を探す

負担を軽減するために映像解析

を実施

上空からの無線LAN・Bluetoothの電波取得の実践的評価

• 実環境を想定した山中の捜索を実施

• ドローンの操縦は消防隊員が行い、

行方不明者の位置は伝えずに実施

• 映像からの発見はできなかったが、

上空（80m）から電波情報を検知

• 電波情報から捜索範囲の絞り込みが可能

捜索効率が向上

1つのアンテナで検知 ３つのアンテナで検知 実際の位置

ドローンが捜索活動の中で、いつ

どのように用いられるのか分析し、

まとめることで、人員配置等が明

確になる

ドローンを用いた活動において、一定水準の安全と操縦能力を

確保するためのドローンの練習方法を消防操法に倣って考案

無人航空機（ドローン）操法

YouTube: 
「高知市消防局 ドローン」で
検索、またはQRコードから
視聴可能

高知市の２消防署において
24/365の運用に向けて
操縦者育成を実施中
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